
令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  京都府  】  

学校名【  京丹波町立蒲生野中学校   】 

１実践テーマ 【 Ⅱ・Ⅳ  】  

２実施対象者 京丹波町立蒲生野中学校 全校生徒（１５８名） 

蒲生野中学校 保護者（６５名）     総計 ２２３名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（オリパラ講演会・PTA 親子人権講演会） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

オリンピック・パラリンピックの理解をさらに深めるために、異

なる価値観や文化に対する理解を深め、オリンピック・パラリンピ

ックをむかえる心を人権的立場も踏まえて育む取組とする。日本の

文化として誇れる「おもてなし」を学ぶことで、国籍・文化を越え

た自他を尊重する態度や心を育む。 

５取組内容 講演会の実施 

    日時 令和元年 11 月 23 日（土） 

   演題 「グローバルマナーとおもてなしの心」 

      ～ 異なる価値観や文化に対する理解 ～ 

   講師 筑波大学・大学院 客員教授 

      Global Manner Springs 代表 

      元日本航空客室乗務員     江上 いずみ 様 

   講演内容 

       「おもてなし」をキーワードに、来る東京五輪開催を前

に、相手（異文化）をよく理解し、広く受け入れるためのコミュニ

ケーションについて、グローバルな視点で講演いただく。 

 

講演では、生徒に直接意見を聞いたり、担任教師に実演（実際に

握手・お辞儀の仕方・英語での挨拶など）を交えたりと、様々なシ



ーンを想定して楽しく学べる環境を創っていただき、生徒は多くの

ことを吸収していた。特に、表情・態度・身だしなみ・言葉遣い・

挨拶については、相手に与える印象で特に重要な要素であることを

理解できた。 

 最後は体育館を航空機の機内に見立て、生徒の退場を機内出口

（体育館出口・写真右下）より気持ちよく見送っていただいた。 

 

６主な成果 

 

・講演内容を聴いて、オリンピックが間近になっているという実感

を抱くことができていた。 

・他国の挨拶やマナーの紹介により、様々な文化・生活習慣に触れ、

理解することが大切であることだと認識できていた。 

・3 年生の受験を控えた面接でのマナー等に非常に参考となった。

また、職員室の入室ノックも 3 回になり、講演していただいた内

容が身近な場面で生かされるようになった。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・オリンピック開催年の前年ということもあり、国際線の CA とし

て世界を舞台に活躍された講師の先生を調整した。 

・国際理解教育を進める上で重要な自国の文化を理解することを重

要なポイントとして指導した。 

・京丹波町ホストタウン構想に係わり、オリンピック・パラリンピ

ックを直接的・間接的に支える人材が育成できるように、「おも

てなしの心」に関わる講演内容を考えた。 

８主な課題等  今回の取組で特に大きな課題はなかった。 

 しかし、2020 年のオリンピックが終了した後で、お祭りが終わ

ったように、スポーツや学習してきたことについて興味・関心が薄

れていくことが懸念される。事前にそのような課題を回避すること

は難しいと考える。 

 オリンピック終了後にも定期的な学習を計画することが必要で、 

国際理解学習や人権学習、保健学習を行う際、今までの学習を積み

上げるような形で実施できればと考えている。 

９来年度以降の

実施予定 

 昨年度は、車椅子バスケットの競技者を招き、障害のある方との

共生社会について考える機会を持った。 

本年度は、国際理解と人権尊重の視点から、日本の文化として「お

もてなし」の心を学んだ。 

来年度は、オリンピック開催となるため、競技に関する関心をは

じめ、再度、開催国としての自覚や記念すべきオリンピックの雰囲

気を肌で感じ、意識を高めるとともに、開催終了後も本事業を活用

し、学びが生かせるような取組を実施したいと考えている。 

 

 


